
茨城大学教育学部附属特別支援学校 グランドデザイン 2024

＜目指す児童生徒像＞

・情緒的に安定し、生活の中で楽しみや
         豊かさを感じながら生きていくことが
         できる児童生徒

＜学校経営方針＞

〇児童生徒の思いや保護者、教師の願いを大
    切にする。
○時代のニーズを踏まえながら公教育の一端
を担い、茨城大学教育学部附属特別支援学
校として４つの使命（mission）の達成に努
めるとともに、安心・安全な教育環境の徹
底を図る。

＜日々の教育の一層の充実＞

○子供も教師もみんなの笑顔があふれる「楽しい学校」の

実現

◆一人一人が活躍できる場の設定に努め、自ら取り組み、互いの

個性を認め合うことができるキャリア教育を推進する。

◆大学の知的資源(カリキュラム開発センター)を活用し、授業改

善の視点から日々の授業の充実を図る。→第4期計画

○教師一人一人の得意分野を活かした魅力ある授業実践

◆教師一人一人の専門性を活かし、児童生徒の指導に当たる。

◆様々な情報を共通理解し、児童生徒の教育に当たる。

◆様々な研修を通して、新たな知見と広い視野の獲得に努め、教

育に当たる。

○子供の可能性を引き出すICT教育の推進

◆学習効果を高めるためのICTを活用した指導内容・方法の工夫 に

        努める。

C＜研究の推進＞

○授業力向上のための研究・研修の充実

◆音楽・図画工作/美術・保健体育の3教科について授業づくりに注

力し、実践の蓄積と分析を進める。

◆大学等と連携し、授業力向上のための実践的な研究・研修の充

実を図る。

○特別支援教育を牽引するための専門性の向上

◆未来志向的に障害がある児童生徒の「自立と社会参加」を再考

し、特別支援学校における「主体的・対話的で深い学び」の実

現に向けて積極的な研究・研修に取り組む。

＜教育実習の充実＞

○生き生きと実習に取り組める環境づくり

◆実習内容や方法を見直し、実習生の教育の質を確保する。

◆大学、附属学校園との連携を強化し、内容の充実を図る。

○実習生同士が認め合う実習の推進

◆お互いの指導力を高め合うことができるよう、実習生の自

         主性を大切にしながら、サポートできる体制作りに努める。

                                          ＜積極的な地域貢献＞

○地域と共にある学校の実現

◆特別支援教育の資源を活かし、発達が気になる幼児、児童、

生徒及び保護者への支援を積極的に行う。

◆交流及び共同学習、近隣での清掃活動や茨城大学構内での

就労体験など、地域や社会とつながる教育活動を推進する。

◆地域とともに防災、安全教育を推進するとともに、地域の

避難所としての機能の充実を図る。

○研究と連動した、研究成果の積極的発信による地域

の特別支援教育の推進

◆公開研究会等を通して、本校の取り組みを広く発信するこ

とで、地域の特別支援教育を推進する。

○魅力あるPTA活動の推進

◆PTAが親睦を深めたり、様々な情報を得たりすることがで

        きる活動や研修内容の充実を図る。

児童生徒の輝く未来に向けて、一丸となって頑張ろう、「チームふとく」！

＜教育目標＞

 ★たの・まな(楽しくて、学びのある）学校の実現★

○一人一人の能力と特性に応じてそれぞれの可能
性を最大限に伸ばし、豊かな心と健康な身体を
育てる。

○自分らしく周りとかかわり合い、社会とつなが
りながら自己実現を果たすことができる力を育
てる。 【高等部】で目指す生徒像

【個に応じた「自立と社会参加」の実現】

・現在、将来の社会とつながり、周りとか
      かわり合って自分らしく自己実現を果た
      していくことができる生徒。

【中学部】で目指す生徒像

【自立に向けた集団生活へのよりよい適応】

・生活力があり、自己肯定感を感じながら人
     と豊かにかかわることができる生徒。

【小学部】で目指す児童像

【日常生活に必要な基礎的・基本的な力の育成】

・身辺処理能力、基礎的な学力、集団参加の態
      度、技能が身に付き、落ち着いて人とかかわ
      れる児童。
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